










































































或人又云、諸宗一統祈祷法ありて、災難魔障等を除く、然に宗門に於て、一向に其設けなくば 災難魔障等ありて、念佛をも退墮すべしと云ふ人あり、此こと云何ん、 答て云、 諸宗總じて ることは、 具縛の凡夫、 自力修行のことなれば、力用弱し 故に天魔惡神の障礙、横難横死の災に妨られて、退墮に及ぶこと多ければ、是を除くの設けなくんばあるべからず 故に佛け除災却魔の、祈祷法をあたへ玉へり、爾るに我宗門に 修する所は、超發無上別願他力の法なれば 力用至て強く、而も阿彌陀佛は、光明をもて攝取護念し玉へば、大光明中 決無魔事とて、天魔波旬は跡をけづり、横難横死 怖れあることなし、此 益ある上 、釋尊及び一切諸佛、一切諸菩薩、一切諸天善神は、前後左右を圍繞して、加被守護し玉ふことなれば 何の爲に祈祷を用ひん に用ゆるは、災害魔嬈を遁れん為にこそなせ さ 災害ある者のなすを見て、 害なき者の、是れをならふは、譬へば病身の者の、服藥するを見て 無病の人の 藥を服す が如し、又無病の服藥、ただ益なきのみに非ず 却て大害をなす如く 魔嬈災害なき、念佛行者の、祈祷をなすも、ただ其無益のみなら や、總別二種の安心欠けて たとひ頭燃を拂ふ如くにつとむるも 現世に於ては 攝取護念 益を蒙らずし 、魔嬈
にあひ、未來に於ては、報土往生の大益を失ひて、悪趣に墮す、 （此惡趣に墮








①祈祷法なければ災難魔障により念仏怠惰するか？②祈願所の設 あるのはなぜか？（１）③祈願所の設けあるのはなぜか？（２）④祈念祈祷は善事であるのに、何故往生の障りとな⑤念仏者の 念祈祷の者の往生 ？⑥元祖現世 に念仏を許し、三祖が余の仏神に祈祷を許して阿弥陀仏に申すの
を誡めるはなぜか？

















難魔障や横難横死の災 に妨げられ退墮してしまうことが多いので、それらを除くための祈祷法がなくてはならない。しかし、浄土宗の念仏は阿弥陀仏 超発無上別願他力の法であるため、その功徳の力は強く、 かも阿弥陀仏の光明により摂取護念があるので、災 といった災いがつけ入る隙がない。大益がある上に釋尊及び一切諸仏・一切諸菩薩・一切 諸天善神が加被守護 くれているので、どうして祈祷をする必要が のかと主張 いる。そ てこの主張を、病 者が薬を服用するのを見て無病 人 薬を服用するよう ものであると例え、無病 者が薬を服用するのはただ益が いだけ はなく、かえって大害をなすよう ものであると述べている。すなわち、 魔嬈災害なき念仏 行者が祈祷を行うことはただ無益なだけでなく、総別二種の安心が欠け しまい現世において摂取護念 益を蒙らず魔嬈にあい、さらに未来世において 報土往生 大益を失い悪趣に堕ちることに ことを指摘している。この悪趣 墮ちると云うのは、祈祷したから悪趣に墮ちる 云 。祈祷した為に本願に背き、本願に背いた為に摂光護念を蒙らず、摂光護念の益を得ることがない為に罪業を滅することがなく 罪業 滅す ことがない為に、地獄に堕ちると云うことである。祈念祈祷とうろたえればかえって護念にあずからず、ただ往生のために称えれば、 摂取護 の益にあずかることができるとい 、 これを「求時不得」 ・「不求自得」の法門としている。
④【祈念祈祷は善事でありながら、何故往生の障りとなるのか】については、次の
ような問答がなされている。







得不を定めるのではなく、厭欣心があって念仏する者は、阿弥陀仏の本願 引き立てられて往生をとげる。五逆大罪の悪人で も、娑婆への執着の心が少しもなく、ただ阿弥陀仏の救いを頼み念仏すれば救われ のであるとしている。しかしながら、祈祷を行う人はたとえ重い罪を犯していなくとも、厭欣心がなく娑婆に執着する心があるのだか 、どうして往生することができよ か。例えるならば 千石二千石といった大船も碇をとり風帆に任せれば彼岸に到 ことが きるが、十石二十石といった小船も縄を解かなければ、此岸 離 ること でき い様なも るとしている。
⑤【念仏者の祈念祈祷の者の往生は】については、 次のような問答がなされている。





















なっており 万行を施したとしてもみな虚妄となってしまう。そのため、この人は平生不具安心の念仏であって、 （その功徳によって）往生したのではない。この度は本復できないと思 定めた時より、祈念祈祷の思い 断ち、ただ往生のために称えた念仏が本願に叶 たので往生し と ている。
⑥【元祖現世祈願に念仏を許し三祖余の仏神に申して阿弥陀仏に申すを誡めるは何
故か】については、次のような問答がなされて る。








対する執着心が強く、現世祈祷に心が向いている。念仏は現世の祈禳、公達の祈りのためと示して、まず念仏の一門に引入し、その後に総別二種の安心を教え示して往生極楽の大果を得させるための設けであると ている。三祖良忠が、この世の祈りは他の仏神にして阿弥陀仏になすべきではないと うのは、一人に対してではなく、大衆に対して説いたのものだとする。そして現世の祈りで阿弥陀仏に願う時 、現世の祈りが往生を妨げない 思い誤ることが多 の 、現世のことを阿弥陀仏に願う とがないようにと誡めている。たとえ現世の祈りを止めない者であっても、阿弥陀仏 心に叶わないということを知れば、臨終 廻心して往益を得 ことが多い故 、とくに念仏 よって現世を祈ることを誡めてい としている。
⑦【念仏者の悪事災難あるは何故か】については、 次のような問答がなされている。




















文に根拠がある。 『大経』には、 「普済諸貧苦、 広済衆厄難」 、 『観経』には「心光攝取」 、『阿弥陀経』には「諸仏護念」の明文がある。善導は現世護念を釈し、法然もまた此の義を祖述されている。したがってこれは宗義に背いたものではないのでないか」と問うている。これに対して法洲は、 今挙げられた経釈は全て不求自得のものであって、仏より与えられる現益であり、 行者の祈求するものではな として善導の『観念法門』を根拠として引用している。
そしてその中に説かれる不至心というのは、至心に対するもので、その至心とは竪
の三心においては至誠心にあたり、横の三心で言えば唱え 念仏を皆往生の為と志す事をいう。この人は総別二種の安心を立てて 本願に随順するため順次に報土に往生し、後に自利利他を円備することが出来 大切な人達であるから さしさわりなくこの大益を得させるために、横難横死横に厄難魔撓が無いように、仏菩薩諸天善神の加被護念に与かる。これを「不求自得」と云う。もしこのこと 反し 、唱える念仏を現当両益二世安楽と廻向し ならば、総別二種の安心が立たず、本願 かなわず、浄土に往生することができず、三悪四趣の苦処に沈む者 、どうして加被護念できようか。これを「求時不得」 損失と云う。善導 釈 照らし合わせれば 仏説祖釈の現益は、全て「不求自得」の義 なることは、青天に白日を見るよりも明かである。どうして宗義に暗く、 「求時不得」の邪義 主張する人が多いのであろうか。 のことを悲しまずして、何 悲しむというのかと答えている。
⑧【現当両益は、宗義に背いたものではない。なぜいけないのか】については、次
のような問答がなされている。
又問て云ふ、専修念佛の行者は、さの如く諸佛菩薩諸天善神の、加被護念を蒙らば、すべ 惡事災難はあるまじきことなるに、世間の念佛者を見るに、まま不可意のことあるは云何ん、答て云く、世の念佛の行者に、うち見る所は如法に見にて、而も丙心不調三心不具にし 、本願に契はざれば、魔嬈災難等あるべし、是は今論ずる所に非ず、 具の行者に 惡事災難等 きことあるは、決定業の宿報を償ふことなれば、たとひ念佛者といへども、是を遁るる 能はず 況や三心不具の人 いか程 力を盡して、禳災祈祷をなすとも、都 其益あることなし、されば決定業に至りては、祈念祈祷に走る、三心不具 者も、唯往生の爲と








また三心具足の行者であっても悪事や災難等があるのは、決定業 宿報を償 ためである。 とえどんな念仏者であっても、このことから逃れることはできない。ましや三心不具の人が心力をつくして禳災祈祷をしても、すべてにその益があるわけではない。そのため決定業に関しては、祈念祈祷に走 三心不具の者と 唯往生の為と志す三心具足の人では、同じで く違いが る。
三心具足の人の業報には、未来に決定している墮獄の報を現在の病気の苦しみに転
じ、未来は餓鬼道に決まっている業を現在の貧困 かえる。そして極悪大病を軽い病にかえ 飢渇の報を思い通りには かない苦しみにかえるなどの転重軽受の利益がある。因果の道理に暗く、無理に祈っても定報を逃れようとし 種々身心に罪業をかさね、最後には仏神までも恨むようなこ は大邪見であり、そういった とを起こす者が少なくない。
專修念仏の行者は、納得の出来ないことがあっても、これは全て宿悪のために報い













あるのか」と問うている。これに対して法洲は、業には決定業と不定業の二つがあるとする。決定業 は前に述べた通りの逃れられないものであるが、もし横災横難のような不定業の場合は如法に修行すれば、祈祷法によって逃れること できるかもしれない。これは衆生の苦厄を抜くために祈祷法があると答え いる。
⑩【決定業ならば祈るに益なき義を示し給わざるや】については、次のような問答
がなされている。




は祈っても益がないと示されていないのだろうか」という問いに対し、法洲は仏や神がすぐさまその決定業と不定業の考えを示していないこ について、二つの義があるとする。一つには、 ・不定業に祈と不祈の義を示したとしても 生を隔てれば、前世のことなど忘れてしまう。そんな特別な力などない凡夫が、これは決定業、これは不定業と識別することはでき から、 それに関しての教えを示していないという。もう一つは、仏神の本意は、その教えに帰入 せるこ であり、全ての衆生を仏道導き出離生死させ、往生成仏の法を修行することを最も望ん いるので、執着の心が深い人々を救うため、現世祈溺の法を説 現世に対する執着をも利用して、往生成仏の法に帰入させるための方便であ とし いる。
それ故、往生に望みのない人はあれだこれだと言うよりも、定業不定業について詮





























往生浄土のために念仏を称えた者は仏・菩薩の護念にあずかる。こ を不求自得という。これに反して念仏を称えて現当二世安穏 回向すれば、浄土宗の安心とは異なり、浄土 往生するこ はできない。
（８）
　
























































































それに勝る祈りは存在しないとして、現益としては延年転寿や転重軽受や罪障滅尽や随逐影護があ し、当益とし は往生浄土を示 いる。さらにこれら利益を物質的・肉体的利益として延年転受 転重軽受 精神的利益として随逐影護、罪障滅尽があるとしている。
また法然は「鎌倉の二位の禅尼へ進する御返事」で、





























門に引き入れ、その後に総別二種 安心を示し、浄土往生させるための方便である」と語っているが、法然は往生浄土を願って念仏する者には、現当二世の両益があると御法語中に示している。 かし法洲は往生浄土 願うという事 全てであり、娑婆執着する心を徹底的に否定している。
法洲の祈祷批判は、徹底的に娑婆に対する執着を厭い、往生浄土のみを願うという


























（27）『浄土宗聖典』四巻・三七一～三七二頁。（28）深貝慈孝「法然上人と『観念法門』――特に現世利益について――」 （ 『浄土開宗八百年記念法然上人研究』 ） 、林田康順「法然上人における祈りについて――特に現世利益をめぐって――」 （ 『日本仏教学会年報』第七〇号） 、安達俊英「江戸期浄土宗における「国家への祈り」 」など。（29）師法岸は真宗との間で激しい教義論争を行っている。 法洲はこういった姿を見て、邪義に対する危機感 深めたと考えられる。 （宗論の問題については、 上野大輔 「長州大日比宗論の展開――近世後期における宗教的対立の様相――」 （ 『日本史研究』第五六二号、二〇〇九年）を参照。 ）（30）『大日比三師傳』一三五頁。（31）現代においては今一度 然との相違について検討を加え、事象ごとに継承すべき内容か否かを考えて行く必要があるだろう。
九
